過去の 或る時 代に 於け る、 一 群の 青年の、 典型 を 書 

いた、 と は 言える かも 知れない。 その、 始末に 困る 青 

年 をめ ぐって、 一家 庭の、 (厳密に 言えば、 二 家庭の、) 

たった 三日間の 出来事 を 書いた ので ある。 いちどお 読 

やす 

みに なった だけで は、 見落し 易い 心理の 経緯 も あるよ 

うに、 思われる の だが、 そんな、 二度 も 三度 も 読む ひ 

まなん か 無い よ、 と言われ ると、 それつ きりで ある。 

おひ まの ある 読者 だけ、 なるべくなら 再読して みて 下 

さい。 また、 ひまで 困る というよ うな 読者 は、 此の 機 

会に、 もういち ど、 沙 翁の 「ハム レット」 を 読み返し、 

此の 「新 ハム レット」 と 比較して みると、 なお、 面白 



い 発見 をす るか も 知れない。 

作者 も、 此の 作品 を 書く に 当リ、 坪 内 博士 訳の r ハ 

ム レット」 と、 それから、 浦 口 文治 氏 著の 「新 評註 ハ 

ム レット」 だけ を、 一とお リ 読んで みた。 浦 口 氏の 「新 

評註 ハム レット」 に は、 原文 も 全部 載って いるので、 

辞書 を 片手に、 大 骨折りで 読んで みた。 いろいろの 新 

知識 を 得た ような 気 もす るが、 いま それ を、 ここでい 

ち いち 報告す る 必要 も 無 い 。 

なお、 作 中 第二 節に、 ちょっと 坪 内 博士の 訳文 を、 

からかって いるよう な 数 行が ある けれども、 作者 は 軽 

い 気持で 書いた の だから、 博士のお 弟子 も 怒って はい 



けない。 このたび、 坪 内 博士 訳の 「ハム レット」 を 通 

読して、 沙 翁の 「ハム レット」 のよう な 芝居 は、 や は 

か ぷ き ほんやく 

リ 博士の ように 大時代な、 歌舞伎 調で 飜 訳せざる を 得 

ない ので はない かとい う 気 もして いるので ある。 

沙 翁の 「ハム レット」 を 読む と、 やはり 天才の 巨 腕 

を 感ずる。 情熱の 火柱が 太いので ある。 登場人物の 足 

音が 大きい ので ある。 なかなかの もの だと 思った。 こ 

の 「新 ハム レット」 など は、 かすかな 室内楽に 過ぎな 

ヽ o 

レ 

なおまた、 作 中 第 七 節、 朗読 劇の 台本 は、 クリス チ 

ナ • 口 セチの 「時と 亡霊」 を、 作者が 少し あくどく 潤 



色して つくり 上げた。 口 セチの 霊に も、 お詫びし なけ 

れ ばなら ぬ。 

最後に、 此の 作品の 形式 は、 やや 戯曲に も 似て いる 

が、 作者 は、 決して 戯曲の つもりで 書いた ので はない 

という 事 を、 お断りして 置きたい。 作者 は、 もとより 

小説家で ある。 戯曲 作法に 就いては、 ほとんど 知る と 

ころが 無い。 これ は、 謂わば LESEDHAMA ふうの、 

小説 だと 思って いただきたい。 

二月、 三月、 四月、 五月。 四 箇月 間 かかって、 やつ 

と 書き上げ たわけで ある。 読み返して みると、 淋しい 

気 もす る。 けれども、 これ 以上の 作品 も、 いまのと こ 



ろ、 書け そう もない。 作者の 力量が、 これ だけし か 無 

いの だ。 じたばた 自己 弁解 をして みたところで、 はじ 

まらぬ。 

昭和 十六 年、 初夏。 



クロ ー ヂ ヤス。 (デン マ ー ク 国王。) 

ハム レット。 (先王の 子に して 現 王の 甥。) 



ポロ ー 二 ヤス。 (侍従長。) 

レャチ ー ズ。 (ポロ — 二 ヤスの 息。) 

ホレ— シ ョ—。 (ハム レットの 学友。) 

ガ— ツル— ド。 (デン マ— ク 王妃。 ハム レット 

の 母。) 

オフ イリヤ。 (ポロ — 二 ヤスの 娘。) 

その他。 

場所。 



たび ごと 

部屋から 出て 行きます。 わし は、 その 度 毎に、 どんな 

に 淋しかった か。 ハム レット！ 顔 を 挙げなさい。 そ 

うして、 わしの 問いに、 はっきり、 まじめに 答えて 下 

さい。 わし は、 君に 聞きたい 事が ある。 君 は、 わし を、 

きらいな のです か？ わし は、 いまでは 君の 父です。 

君 は、 わしの ような 父 を 軽蔑して いるので すか？ 憎 

んで いるので すか？ さ、 はっきりと 答えて 下さい。 

一 言で いい。 聞かせて 下さい ご 

ノム 「A little more than kin, 6!nd less than kind.J 

王。 「なんだ つて？ よく 聞き とれなかった。 ふ ざ 

けて は、 いけません。 わし は、 まじめに 尋ねて いるの 



です。 語呂 合せの ような、 しゃれた 答え かたはしない 

で 下さい。 人生 は、 芝居で はない のです ご 

ハム。 「はっきり 言って いる 害です。 叔父さん！ 

あなた は、 いい 叔父さんだった けど、 —— 」 

王。 「いやな 父 だとい うのです ね？」 

ハム。 「実感 は、 いつわれません からね ご 

王。 「いや 有難う。 よく 言って くれました。 そのよ 

うに、 いつでも、 はっき リ 言って くれる といい のです- 

真実の 言葉に 対して は、 わし は、 決して 怒りません。 

実は、 わし も、 君と そっくりな 実感 を 持って いるので 

す。 何も 君、 そんなに 顔色 を 変えて、 わし を 睨む 事 は 



さ 

あまり しっこく 口論 を 吹つ かけられた 場合に は、 屹っ 

さぴ 

となって 相手の 顔 を 見つめ、 やがて 静かに、 君 も 淋し 

い 男 だね、 とこう 言え。 い かな 論客 でも、 ぐにゃぐにゃ 

になる。 けれども、 なるべく ならば 笑って 柳に 風と 受 

け 流す が 上乗。 宴が 甚だ 乱れ かけて 来たならば、 

ちゆ 1 つちよ 

躊躇せ ず、 そっと 立って 宿へ 帰る という 癖 をつ けな 

さい。 何 かいい 事が あるかと、 いつまでも 宴席に 愚図 

愚図と どまって いるよう な 決断の 乏しい 男で は、 立身 

出世の 望みが 全くない ね。 帰る 時には、 たしかな 学友 

を 選んで その 者に、 充分の 会費 を 手渡す 事 を 忘れるな。 

三両の 会費で あったら、 五両。 五両の 会費で あったら 



か だね え。 レャチ —ズの 怒る の も 無理 はない。 わし は、 

けさ 或る 下役から、 いやな 忠告 を 受けた。 寝 耳に 水の 

忠告で あつたが、 お前の このごろの 打ち沈んで いる 様 

子と 思い合せ て、 もしゃ、 と 思った。 わし は、 そうで 

ない 事 を 信じたかった が、 とにかく、 お前の 心 を 傷つ 

けない 程度に、 それとなく 優しく 尋ねて みょうと 思つ 

た。 わし は、 そのと おりに、 精一 ぱいに 優しく いたわつ 

て 尋ねた つもり だ。 けれども、 お前 は 頑固に、 だまつ 

ていて、 おまけに ここから 逃げて 行こうと さえした。 

けれども、 もう、 わかりました。 オフ イリヤ、 お前た 

ひきょう 

ち の 恋愛 は 卑怯 だね え。 少しも 無邪気な と" J ろが 無い。 



屋へ 帰りましょう。 僕 は、 ジャ ケッを 着て 来なかった 

ので ご 

ハム。 「いや、 ここで 話して くれ。 僕 も それに 就い 

て 君に、 大いに 聞いても らいたい 事が あるんだ。 山 ほ 

ど あるんだ。 他の 人に 聞かれち やまず いんだ。 ここな 

ら 大丈夫 だ。 寒いだろう けれど、 我慢して くれ。 どう 

も 人間 は、 秘密 を 持つ ようにな ると、 壁に 耳が 本当に 

あるよう な 気がして 来る。 僕 も、 このごろ は 少し 疑い 

深くな つたよ ご 

ホレ。 「お 察し * します。 このたび は、 お嘆き も 深 

かった 事と 存じます。 故 王に は、 僕 も 両三 度お 目に か 



なんだか、 つづきが あるよう じ やない か。 言って ごら 

ん。 僕 は 平気 だよ。 平気 だ ご 

ホレ。 「どうしても 言わなければ いけない でしよう 

ゝ o _ 

力 」 

ハム。 「よせよ。 自分から 言い出して 置きながら、 

ひきょう 

いまにな つて、 そんな 卑怯な 逃げ かた をす るなん て。 

うめ 

ゥ イツ タンパ ー グじ や、 そんな 呻く ような、 きざな 

台詞が 流行って いるの かね？」 

ホレ。 「そんなら 申し上げます。 そんなに ホレ— 

シ ョ ー の 誠実 を 侮辱な さるんだ つ たら 申し上げます。 

本当に、 平気で お聞き流し 願います。 つまらない、 と 



ようです が、 ただいまの 奇怪の 噂 は、 決して 我が ウイ ッ 

タンパ— グ 大学から 出た ものではありません。 それ だ 

け は、 母校の 名誉の ために 申し上げて 置きたい と 思い 

ます。 その 噂 は、 この エルシ ノアの 城下より 起り、 次 

第に デン マ— ク 一 国に ひろが リ、 とうとう 外国の 大学 

にいる 者 どもの 耳にまで はい つ て 来た ものであります _ 

いかにも 無礼な、 言語道断の 噂な ので、 このごろ はホ 

レ ー ショ— も、 気が 鬱 してな りません。 ハム レット さ 

ま は、 きょうまで、 少しも ご存じなかった のです か？」 

ハム。 「知らん よ、 そんな 馬鹿げた 事 は。 それにし 

て も、 ずいぶん 広く ひろがって しまった ものら しいね 



え。 あんまり、 ひろがる と、 馬鹿らし いと 笑っても 居 

られ なくなる からね。 叔父さん や、 ポロ — 二 ヤスた ち 

は 知ってい るの かしら。 いったい、 あの人た ち は、 ど 

こに 耳 を 持って いるんだろう。 聞 えても、 聞えぬ ふり 

をして いるの かな？ 腹黒い からな あ、 あの人た ち は。 

ホレ— シ ョ—、 いったい、 それ は、 どんな 幽霊なん だ 

い？ 少し 気になって 来た ご 

ホレ。 「その 前に、 はっきり、 お伺いして 置きたい 事 

があります。 かまいません か？」 

ハム。 r ホレ— ショ ー、 僕 は 君 を こわくな つて 来たよ。 

早く 言つ て くれ。 なんでもい いから 早く 言つ てし ま つ 



たしか だ。 小さい 策士 かも 知れない けれど、 決して 大 

きい 悪党 じ やない。 何が 出来る もんか ご 

ホレ。 「ありがとう。 ハム レット さま。 それ を 伺つ 

て、 僕 は、 全く 安心し ました。 どうか、 これから も 王 

さま を、 変らず 信じて あげて 下さい。 僕 も、 いまの 王 

さま を 好きな のです。 文化人で いらっしゃる。 情の 厚 

いお 方 だと 思う。 ハム レット さまの、 いまの 御意 見 は、 

僕に 百倍の 勇気 を 与えて 下さいました。 僕から お礼 申 

します。 ハム レット さま は、 やっぱり、 昔の ままに 明 

朗で すねえ。 純真の 判断に は、 曇りが 無い。 いいな あ、 

噗 は 嬉しくな つち やった。 I 



なった のです か。 王 さま を、 信頼な さって いると おつ 

しゃった じゃありません か。 あれ は、 出鳕 目だった の 

です 力？」 

ハム。 「程度が あるよ。 侮辱に も、 程度が あるよ。 

僕の 父が、 幽霊に な つて そんな、 不潔な 無智な 事 をお つ 

しゃる ような お 方 だと 思って いるの か。 わ あ、 何も か 

も 馬鹿げ ている。 そんなら いっそ、 僕 も 本当に 乱心し 

て やろう か。 よろこぶ だろう。 ホレ ー ショ ー、 僕 は、 

すねた。 すねて やる とも。 わからん、 君に は、 わから 

んご 

ホレ。 「あとで、 ゆっくり 御 相談 申したい と 思います- 



レます 」 

王妃。 「私 は、 あなたの お母さん を、 うらやましく 思 

います。 こんな 立派な お子さんが おあり だと、 どんな 

に 楽しみな 事でしょう。 それに 較べて ハム レット は、 

もう 私 は、 あんな 具合 だと 末の 見込み も 無い ような 気 

がします。 ささいな 悲しみに も 動転して、 泣く やら、 

ふてくされる やら、 」 

ホレ。 「お 言葉に 逆らうよ うです が、 ハム レット さ 

ま は、 いや 王子 さま は、 いや、 ハム レット さま は、 決 

して、 そのよう に 劣った お 方で は ございません。 僕の 

尊敬して いる # 一 のお 方です。 僕 こそ、 つまらぬ、 おつ 



のない 子供で も、 そんなに、 まともに 敬愛され ると、 

それで は、 しっかり やろうと 思うよう になります。 王 

妃 さま は、 あんまり ハム レット さま を 悪く言い すぎ ま 

す。 それで は、 ハム レット さまの 立つ瀬が 無くなり ま 

す。 王妃 さま だって、 さきほど、 おっしゃった では ご 

ざいません か。 ハム レット さま は、 1 アン マ ー ク 国の 王 

子 だ、 とおつ しゃった の をお 忘れで ございま すか。 ハ 

ム レット さま は、 デンマ ー ク 国の 王子です。 王妃 さま 

おひと りのお 子で は ございません。 また、 僕たちが こ 

ささ 

れ から 身命 を献げ てお 守り 申すべき 御主人です。 ハム 

レット さま を、 もっと 大事に して あげて 下さい ご 



狂から 無礼の 指図 は、 これから は、 許しません よ。 時 

に、 ハム レット は、 あなたに 何 か 申しました かご 

ホレ。 「はい、 別に 何も、 —— 」 

王妃。 「急に、 そんなに 固くならなくても いいのです。 

さっきの 元気 は、 どうしました。 ハム レット に似てい 

ると 言われ ますよ。 男の子なら 男らしく、 叱られても 

悪びれず、 はっきり 応答す る ものです。 ハム レット は、 

また、 私たちの 悪口 を 言って いたでしょう？ そうで 

すね？」 

ホレ。 「お 言葉に 逆らう、 いや、 お 言葉に、 お 言葉に、 

II お逆らい、 —— 」 



デン マ— ク万 fl を、 心の中で 叫びました。 ハム レット 

さま は、 立派な 王子です。 みだりに 人 を 疑いません。 

御 判断 は 麦畑 を 吹く 春の 風の ように 温く、 爽やかで あ 

ります。 一 点の 凝滞 もありません。 王妃 さまの 事 は、 

もちろん 生みの 御 母上と して 絶対の 信頼と 誇りと を以 

てホレ ー ショ— に 語って 下さいます。 この度の 御 結婚 

に 就いても、 人の子と してと やかく それ を 下劣に 批判 

申し上げ るの は 最大の 悪徳、 人間の 仲間い りが 出来な 

いと 申して 居ります ご 

王妃。 「誰が？ 誰が、 人間の 仲間い りが 出来ない 

のです。 はっきり、 もう ー窆、 言って みて 下さい ご 



王。 「ホレ ー シ ョ—、 お待ちなさい。 退出せ ずと も 

よい。 ここにい なさい。 君に も 聞かせて 置きたい 事が 

あります。 もっと、 こっちへ 来なさい。 大きい 声で は 

言えない 事です。 ガ— ツル— ド、 わし は 驚いた よ。 わ 

かった のです。 ハム レットの、 いらいら している わけ 

が、 やっと、 わかりました ご 

王妃。 「そう。 やはり 私たちの 事で？」 

ホレ。 「いいえ、 責任 は、 すべて 僕に あるので す。 僕 

は、 必ずや、 —— J 

王。 「二人とも、 何 を 言って いるので す。 まあ、 落ち 

すわ 

つきましょう。 わし も、 ここへ 坐ります。 ホレ— 



て、 失礼ながら 聖人 賢者に おなりになる おつもり でも 

ございますまい。 愛 だの 真実 だの 乱雲 だのと、 賢者の 

くちまね 

口真似 をな さって いる 間に も、 オフ イリヤの おなかが 

刻一刻と 大きくな ります。 それだけ は、 たしかに、 目 

に 見える 事実です。 わし は、 いま あなたに 愛された つ 

て、 安心され たって、 ちっとも 有難い 事 は、 ありませ 

ん。 かえって 迷惑です よ。 いま は、 ただ、 オフ イリヤ 

り 事 力 -」 

ハム。 「だから、 それ だから、 ああ、 わからん、 あな 

たに は、 わからん。 それ は 安心して いても、 いいので 

すよ。 ただ、 僕の くるし さは、 」 



ポロ。 「くるし さとい う 言葉 は、 ない 事に しましょう- 

脊中 がぞく ぞくする。 あなた は、 さっきから その 言葉 

を、 もう 百 回 は、 おっしゃって います。 くるし いのは 

あなた だけで は、 ありません。 わしの 一家 だって、 あ 

なた のお かげで 滅茶滅茶 なのです よ。 わし は、 もう 辞 

表 を 提出し ました。 あすに も 此の 王城から 出て 行かな 

ければ なりません。 事態 は 切迫して いるので す。 ハム 

レット さま、 お 力 を 貸して いただきとう 存じます。 第 

一に、 あなたの ため、 それから ポロ ー 二 ヤス 一家の た 

めに、 執るべき 手段 は、 ひとつし かありません。 わし 

も、 ゆうべ、 眠らずに 考えました。 執るべき 手段 を考 



ん だか、 ひとりで 笑って居られました。 ハム レット さ 

まのお 気持 を、 よく わかって おいでの 御 様子で ありま 

した。 だから 決して、 絶望と いう わけで はない のです。 

此の際、 王妃 さまに お願いす るので すね。 王 さま は、 

だめです。 根っから、 いけません。 つまり、 古いと い 

う 事になります かねえ ご 

ハム。 r ホレ— シ ョ—、 いい加減の 事 を 言う の は、 よ 

せよ。 古い、 新しい の 問題 じ やない。 現世 主義者 は、 

いつでもそう なんだ。 叔父さん は、 現世の 幸福 を 信じ 

てい るんだ。 叔父さん として は 当然の 意見 だ。 僕 だつ 

て、 それく らいの 事 は、 はじめつ から 知ってい たさ。 



問題 は、 そこ だよ。 そこが 苦しい ところ なんだ。 忍従 

か、 脱走 か、 正々 堂々 の 戦闘 か、 あるいは また、 いつ 

ぎまん 

わりの 妥協 か、 欺瞞 か、 懐柔 か、 to ぎ， or not to ぼ， 

どっちが いいの か、 僕に は、 わからん。 わからな いか 

ら、 くるしい の だ ご 

ポロ。 「二度！ くるしい という 言葉 を、 二度 もお つ 

しゃいました。 あなた は、 すぐに そんな 大袈裟な 哲学 

ためいき つ 

めいた 事 を、 口走って 意味 も 無い 溜息ば かり 吐いて、 

まるで 下手な 役者の 真似み たいな 表情 をなさい ますが、 

実に みっともない。 王 さまのお 言葉 は、 わし だって 覚 

悟して いました。 これし きの 事で、 取 乱して はいけ ま 



私 を、 少しで も 好きだと したら、 それ は、 やっぱり 私 

の 身分の せいです。 身分が きらきらして いるので、 そ 

れに 眼が くらんで、 のぼせ 気味に なって 何でも かで も 

矢鳕に 素晴らしく 見える ようになった のでしょう。 私 

は、 つまらない お婆さんです。 あなたが、 ハム レット 

を 拒み 得なかった の も、 ハム レットの 身分の せいです。 

王妃の 大事な 子供 だから、 あなた も 大事に しょうと 思 

いました 等と いう 突飛な 意見 は、 私 ひとり は 笑って 聞 

ほ.. R 

き 流して、 許しても あげます が、 他の ひとに そんな 事 

を 言ったら、 あなた は 白痴 か 気違い 扱いに されて しま 

います。 あなたが 私 を 母と 呼んで 甘えたい、 それが 一 



事 だって 出来る、 どんな 恐ろしい 冒険に でも 僕 は 必ず 

成功す る、 僕 は 天才 だ 等と おっしゃって、 あたしが 

ままえ う.； Is ず 

微笑んで 首肯く と、 いやお 前 は 僕 を 馬鹿にし ている、 

ま. ら -V 

お前 は 僕 を 法螺吹き だと 思って いるのに 違いない、 お 

前 は 僕 を 信じない からだめ だ、 こんど は、 ひどく 調子 

づ いて 御 自分の 事 を 滅茶苦茶に 悪く おっしゃ います。 

僕 は、 実は 法螺吹き なんだ。 山師 だよ。 いんちき だ。 

みんなに 見破られて、 笑われて いるの だ。 知らないの 

はお 前 だけ だよ。 お前 は、 なんて 馬鹿な 奴 だ。 だまさ 

れ ている の だよ。 僕に、 まんまと、 だまされて いるの 

さ。 ああ、 僕 も、 みじめな 男 だ。 世の中の 皆から 相手 



たし は、 ハム レット さまのお 子 を 育てます ご 

七 城内の 一 室 

ハム レット ひとり。 

ハム。 「馬鹿 だ！ 馬鹿 だ、 馬鹿 だ。 僕 は、 大 馬鹿 野 

郎だ。 いったい、 なんの 為に 生きて いるの か。 朝、 起 

きて、 食事 をして、 うろうろして、 夜に なれば、 寝る _ 

そうして、 いつも、 遊ぶ 事ば かり 考えて いる。 三種 類 

の 外国語に 熟達した が、 それ も、 ただ、 外国の 好色 



淫 si の 詩 を 読みたい 為で あ つ た。 僕の 空想の 胃袋 は、 

他の ひとの 五倍 も 広くて、 十倍 も 貪慾 だ。 満腹と いう 

しげ さ 

事 を 知らぬ。 もっと、 もっとと 強い 剌戟を 求める の だ。 

けれども 僕 は 臆病 で、 なまけもの だから、 たいてい は 

刺戟への あこがれ だけで 終る の だ。 形而上の 山師。 心 

の 内 だけの 冒険家。 書斎の 中の 航海 者。 つまり、 僕 は、 

とる にも 足らぬ 夢想家 だ 。 あれこれと 剌戟を 求めて 歩 

いて、 結局 は、 オフ イリヤな どに ひっかかり、 そうし 

て、 それつ きりだ。 どうやら 僕 は オフ イリヤに、 まいつ 

てし まっている らしい。 だら しの 無い 話 だ。 ドン ファ 

ンを 気取って 修行の 旅に 出かけて、 まず 手 はじめにと、 



は、 何も 出来ない。 世界中の 女 どころ か、 お 隣り の 娘 

さん ひとり を 持て あまして 死ぬ ほど 苦しい 思い をして 

いる。 卓抜の 手腕 どころ か、 僕に は 国の 政治 は、 なん 

にも わからぬ。 瞠目され る どころ か、 人に、 だまされ 

てば かリ いる。 人 を、 こわがって ばかりい る。 人 を、 

i; 敬して ばかりい る。 人が、 僕に かたちば かりのお 辞 

儀 をしても、 僕 は、 そのお 辞儀 を、 まごころからの も 

の だと 思い込んで、 たちまち 有頂天、 発狂 気味に さえ 

なって、 その 人の 御 期待に お報いせ ずん ば あるべ から 

ずと、 心に も 無い 英雄の 身振り を 示し、 取り かえしの 

ちょうしょう 

つかぬ 事に なったり して、 みんなに 嘲笑せられ るく 



水 を 差して、 興 覚めさせる ような 事ば かり おっしゃる _ 

わし は、 ただ、 あなたのお 為 を 思って、 此の度の こん 

な 子供 だましの ような 事 を も 計画して みたので すよ。 

わし は、 あなた 達の 正義 潔癖の 心に 共鳴 を 感じ、 真理 

探求の 仲間に 参加 させて もらった のです。 他に は、 な 

んの 野心 もない のです。 此の度の、 あの 怪しから ぬ 

噂が、 いったい どこ 迄、 事実な のか、 此の 朗読 劇 を 御 

覧 にいれ て、 ためして みょうと いう、 —— 」 

ハム。 「わかった、 わかった。 ポロ ー 二 ヤス、 あなた 

は、 いかにも 正義の 士 だよ。 見上げた ものです。 けれ 

ども、 自分 ひとりの 正義感が、 他人の 平穏な 家庭生活 



酔って いるら しい ご 

王。 「酒 どころ か。 もっと、 ひどい。 あの 眼つ きを 

見なさい ご 

ハム。 「僕 は、 亡霊の 役 だそう です。 ポロ — 二 ヤス、 

早く はじめたら、 どうです か。 観客が、 酔つ ばらい 劇 

団 だと 言つ て いますよ ご 

ポロ。 「なに、 酔って な いのは、 わし だけ さ。 ばかば 

かしい が、 はじめましょう。 では、 皆 さま ご 

花嫁。 (ポロ— 二 ヤス。) 



花 知 耳。 (ホレ —シ ョ—。 ) 

こばと 

おお、 抱いて やる とも、 私の 小 鳩。 

向う の 森の あたりに は、 星が まばたい ている だけ だ。 

あやしい 者 は、 どこに もい ない。 

きたかぜ つよ 

朔風の 勁い 夜に は、 星の 光 も、 するどい ものです。 

亡霊。 (ハム レット。) 

ちし、 

ちし。 



花嫁さん。 

一緒にお いで。 よも や、 わし を、 見忘れた 皆 は ある 

一 一、 ヽ o 

どろ 

わしの 声 は、 こがらし。 わしの 新居 は 泥の 底。 

わしと 一 緒に 来て おくれ。 

氷の 寝床に 来て おくれ。 

呼んで いるの は、 私 だよ。 忘れた 箬は、 よも や、 あ 

るまい。 

おいで、 と 昔 ひとこと 言えば、 はじらいながら 寄り 

添った 咲き かけの 薔薇。 

いま は、 重く 咲き誇る ァネ モネ。 



きれい うそ 

綺麗な 噓 つき。 

おいで。 

花嫁。 (ポロ— 二 ヤス。) 

あなた。 もっと 強く 抱いて！ 

あの人 は、 昔の 影で、 あたし を 苦しめに 来て います _ 

あの人 は、 冷たい 指で、 あたしの 手頸 を摑ん でい ま 

ああ、 あなた。 しっかり 抱いて 下さい ませ。 あたし 

のから だが、 あなたの 腕から、 するりと 抜けて、 



あの 森の 墓地まで ふわ ふわ 飛んで 行きそう です。 

まつかぜ 

あの 松籟 は、 人の 声。 

ささや 

ふとした 迷いから、 結んだ 昔の 約束 を、 絶えず 囁く。 

ひそひそ 語る。 

あなた も つ と 強く 抱いて！ 

ああ、 おろかしい 過去の あやまち。 

あたし は、 だめ だ わ。 

花 知 耳。 (ホレ —シ ョ—。 ) 

私が、 ついている。 



なくなった 人の こと を 今更お それる の は、 不要の 良 

ひ。 

私が、 ついている。 

あやしい 者 は、 どこに もい ない。 

風の 音が こわかったら、 しばらく 耳 をふさ いでいな 

さい。 

亡霊。 (ハム レット。) 

おいで。 

耳 をふさいでも、 目をつぶっても、 わしの 声 は 聞え 



花嫁。 (ポロ— 二 ヤス。) 

あなた。 

もう、 抱いて くださる に は 及び ませぬ。 だめな の。 

こがらしの 声の あの人 は、 無理矢理 あたし を 連れて 

行きます。 

左様なら。 

あたしが いなくな つても 気 を 落さず、 お 酒 もたん と 

召し 上れ。 ひなたぼっこ も、 なさい ませ。 

ひとこと 

ああ、 もう 少し。 もう 一 言。 



わかれの 言葉 も 髪 も キス も、 なにも、 あなたに 残さ 

ずに、 あたし は 連れて ゆかれます。 

もう、 だめな の。 

あたし を 忘れな いで 下さい ませ。 

亡霊。 (ハム レット。) 

むだな 事 だ。 

そんな、 いじらしい 言葉 は、 むだです。 

お前 は、 その 花 知 耳の 心 を 知らぬ。 

お前の 愛する その 騎士 は、 お前が 去って 三日 目に、 



き つと お前 を 忘れます。 

もろ 

うつくしい、 それゆえ 脆い 罪の おんなよ。 

まで 

お前 は、 やがて あの世で、 わしが きょう 迄 くるしん 

だ 同じ 苦しみ を 嘗める の だ 。 

しっと 

疾 石。 

奴.^ 

それが お前の、 愛された いと 念じた 揚句の 収穫 だ。 

実に、 見事な 収穫 だ。 

いまに、 その 花嫁の i: 子に は、 お前より もっと 若く、 

もっと 恥じらいの 深い 小さい 女が、 お前と そつく 

りの 姿勢で 腰かけて、 花 知 耳に さ まざ まの 新しい 誓 

い を 立てさせ、 やがて 子供 を 産む だろう。 



王 さまからの 有難い 影響で ございま しょうご 

王。 「血迷って、 何 を 言う のです。 無礼です。 何 を 

言う のです。 その、 ふくれた 顔つき は、 まるで 別人の 

ように 見えます。 ポロ ー 二 ヤス、 君 は、 本当に、 どう 

かしてい るので はないで すか。 さきほど は、 あんな 薄 

気味の わるい 黄色い声 を 出して 花嫁と やらの、 いやら 

しい 役 を 演じ、 もともと 神経が 羸弱 で、 しょげた リ喜 

ん だり 気分の むらの 激しい 人 だから、 何 か ちょっとし 

た 事件に 興奮して 地位 も 年齢 も 忘れて、 おどり 出した 

という わけ か、 でも、 それに も 程度が ある、 ポロ ー 二 

ヤスと わしと は、 三十 年間、 si わば まあ 同じ 屋根の 下 



姫 をお 迎えな さらなければ なり ませぬ。 一 国の 安危に 

ふびん 

かかわる 事です。 オフ イリヤ も 不憫で はあり ますが、 

国の 運命に は、 かえられ ませぬ。 ポロ ー 二 ヤス 一家 は、 

いかなる 不幸に も 堪え 忍んで 生きて 行く つもりで w J ざ 

いますから、 その 点 は 御 安心 下さい。 さて、 問題 は、 

オフ イリヤで は ございませぬ。 問題 は、 正義です ご 

王。 「正義？ 不思議な 事 を 言います ね ご 

ポロ。 「正義。 青年の 正義です。 ポロ — 二 ヤス は、 

それに 共鳴した という 形に な つ ている ので ございます。 

王 さま、 いまこ そ ポロ ー 二 ヤス は、 つつまず 全部 を 申 

し 上げます ご 



もう ハム レット さま も、 ホレ— ショ ー も、 いまでは. 

わしが 正義、 正義と 連呼して 熱狂す る 有様に 閉口し、 

王 さまの 弁護 を さ え 言 い 出して いる 始末で ございます。 

この 風潮が、 城 中の 奥から 起って、 やがて、 ざわざわ 

四方に 流れて いって、 噂の 火焰を 全部 消しと めて くれ 

るの も、 遠い 将来で は ございますまい。 すべてが、 う 

まく 行った ようです。 噂と いう もの は、 こちらで、 も 

ひろ 

み 消そうと すると かえ つ て 拡が リ、 こちらから 逆に 大 

あお 

いに 扇いで やる と 興 覚めして 自然と 消えて しまう もの 

でございます。 わし だって、 いいとしをして、 若い 人 

たちに まじって、 やれ 正義 だの、 理想 だのと 歯の 浮く 



みな 噓だ。 ハム レット さまと オフ イリヤとの 結婚 を、 

ゆるす 気で いらっしゃった なんて、 噓 も噓、 大噓 だ。 

お 弱い？ よい 政治家で はない？ デンマ ー ク 国より 

も、 一家の 平和の ほう を 愛して いらっしゃる？ 何も 

かも 噓だ。 王 さま ほどのお 強い、 卓抜の 手腕 をお 持ち 

； c うし ゅラ 

の 政治家 は、 欧洲に も 数が 少ぅ ございます。 ポロ — 

二 ヤス は、 かねてより、 ひそかに 舌 を 巻いて 居ります。 

王 さま、 おかくし になって はいけ ません。 此の 部屋に 

ほ 力 

は、 王 さまと、 ポロ— 二 ヤスと 二人き り、 他に は 誰も 

うしみつどき 

居りません。 時刻 も、 もはや 丑満 時です。 城内の 者 は、 

のきば ねずみ 

もとより、 軒端に 宿る 小鳥た ち、 天井裏に 巣くう 鼠、 



チ— ズが 若い 粗暴の 振舞いから 何 かしく じり を、 しで 

かさぬ もので もない。 レャチ ー ズに 多少の 落度で も 

あったなら、 待って いたとば かりに 王 さま は、 わしの 

ほ "つむ 

一家 を 罰して 葬り去る の は、 火 を 見る より 明かな 事 

ゆえ、 わし は 万全 を 期して レャチ —ズを フランスへ 逃 

がして やり、 やれ 安心と 思う まもなく、 意外、 残念、 

わしの 一ばん 信頼して いた オフ イリヤが、 とんでも 無 

い 間違い を やら かしてい るの を、 きのう 知って、 足 も 

との 土が、 ざあっと 崩れて、 もう 駄目 だと 観念いた し 

ました。 いま は、 せめて オフ イリヤの 幸福 だけで もと、 

藁 一す じに 鎚る 気持で、 けさ ほど ハム レット さまに 御 



打ち合せて、 また 何 か 小細工 を はじめて いるの かも 知 

れぬ。 ゆうべの 朗読 劇に したって、 あれに も ポロ ー 二 

ヤスの 深慮 遠謀が あつたの さ。 そうで も 無ければ、 あ 

の 人 は 気が狂つ たの だ。 何 か、 抜け目の 無い、 小 ざ か 

しい 魂胆が あつたの さ。 僕に は、 たいてい 見当が 附ぃ 

くせもの 

ている。 あの人た ち は、 どうして、 なかなかの 曲者 だ 

よ。 もっとも、 曲者と いう もの は、 たいてい 浅 墓で 興 

覚めな、 けち 臭い 打算ば つか リ やって いる 哀れな、 W 

しい 存在 だが、 それ を 見破った からと て、 こちらで た 

だ 軽蔑して、 の ほほん 顔で いたならば、 ひどい 目に 遭 

う。 うっかりして いると、 してやられる。 黙殺したい 



いい加減の 噓の 言い争い をして 見せて、 ほどよい とこ 

ろで 証拠 不充分、 無罪 放免 さ。 僕と ホレ— ショ— は、 

その 贋の 検事に、 深刻な 顔つき をして お手伝い をして、 

いい 気持で いたんだ から、 これ は 後世までの 笑い草に 

もなる だろう。 光栄 極まる。 けれども、 あの人た ちの 

策略 は、 たしかに 一応 は 成功した の だ。 ホレ— ショ— 

は、 もう、 これで 王 さま も 晴天 白日、 ハム レット 王家 

うわさ 

万万歳、 僕たち は、 たとい 一時期で も あの 噂 を 信じ、 

王 さま を 疑って いたと は 恥ずかしい、 あんな 失礼な 朗 

しか など 

読 劇なん か を やって、 後でお 叱りがなければ いいが 等 

と 言って、 全く 叔父さん を B 用し、 かえって 自分た ち 



ている 人 は、 この 世に 何 万人、 何十 万人 もい るの だよ、 

なんて、 まるで あたしが、 死ぬ 事で も 考えて いるかの 

ように、 ものものしい 事 を おっしゃ るので、 あたし は 

可笑しくて、 くるしく なります。 あたしに は、 いま、 

悲しい 事なん か 一 つもありません わ。 いつも、 あんた 

は、 へんにお 察しが よす ぎて、 ひとりで 大騒ぎ をな さ 

るので、 あたし は、 まごついて しまいます。 女なん て、 

そんなに、 いつも 深い 事 を 考えて いるもの では ござい 

ません。 ぼんやり 生きて いるものです。 父が ゆうべ か 

ら姿を 見せぬ ので、 少し は 心配で ございま すが、 でも、 

あたし は、 父 を ie じて 居ります。 父 は、 ハム レット さ 



まのお つし やる ような、 そんな 悪い 人で は.， y J ざ いませ 

ん。 あなた は、 気まぐれ ですから、 きょうは、 うんと 

悪く おっしゃっても、 また 明日 は、 ひどく お褒めに な 

る 事 も ございま すので、 あたし は、 ハム レット さまの 

お 言葉 は、 あまり 気に かけない 事に している のです が、 

でも、 ただいま のように、 滅茶滅茶に 父 をお 疑いに なつ 

て、 こわい 事 を おっしゃ ると、 あたし だって 泣きた く 

やす 

なります。 父 は、 気の 弱い 人です。 とても 興奮し 易い 

のです。 ゆうべの 朗読 劇と やら は、 あたし はこん なか 

ら だです から 御 遠慮して、 拝見し ませんで した けれど、 

もし 父が 正義の ためだと 言 つて はじめた ものなら、 



きっと、 そのと おり、 それ は、 父の 正義 心から 出た 催 

うそ 

し 事 だと 思います。 父 は 小さい 冗談の ような 噓は、 

しょっちゅう 言って、 あたした ち を だまし ますが、 決 

して 大きな、 おそろしい 噓は 言いません。 その 点 は、 

まじめな 人です。 潔癖です。 責任感 も 強い 人です。 き 

のうは、 きっと 父が、 ハム レット さまた ちの 情熱に 感 

わき ま 

激して 前後の 弁え も 無く、 朗読 劇なん か を はじめた 

のだろう と 思います。 父 を、 もう 少し 信頼して やって 

下さい ませ ご 

ハム。 「おや、 おや、 きょうは、 どういう 風の 吹き ま 

-5 しん 

わし か、 紅唇、 火 を 吐く の 盛観 を呈 している。 いつも 



を、 そんなに、 いやがる のだろう。 僕 は、 いつでも あ 

の 人た ち を 愛して いる。 愛して、 愛して、 愛して いる _ 

いつでも 命 を あげる の だ。 けれども、 あの人た ち は 僕 

を 避けて、 かげで こそこそ 僕 を 批判し、 こまった もの 

さ、 お 坊ちゃんに は、 等と 溜 息をついて 上品ぶ つてい 

やが るの だ。 僕に は、 ちゃんと わかって いる。 僕 は、 

ひがんで なんかい やしない。 僕 は、 ただ 正確な ところ 

を 知っている だけ だ。 オフ イリヤ、 少し は、 わかった 

か。 君まで、 おとなの 仲間入り をして、 僕に 何やら 忠 

告 めいた 事 を 言う と は、 情ない ぞ。 孤独 を 知りた かつ 

たら 恋愛せ よ、 と 言った 哲学者が あつたけ ど、 本当 だ 



ものです。 黙って いても、 いっか は、 わかって くれる 

だろうと いう、 つつまし い 誇り を 持って いるものです- 

それ を、 あなた は、 そのわず かな 誇り を 踏み 躍って、 

無理矢理、 口 を 引き裂いても 愛の 大声 を 叫ばせようと 

している のです。 愛して いるの は、 恥ずかしい 事です _ 

また、 愛されて いるの も 何だか、 きまりの 悪い 事です _ 

だから、 どんなに 深く 愛し 合って いても、 なかなか、 

好きだと は 言えな いものです。 そ れを 無理に も 叫ば せ 

ようとす るの は 残酷です。 わがままです。 ハム レット 

さま、 あたしの 愛が 信ぜられ なくと も、 せめて 王妃 さ 

まの 御 愛情 だけで も 信じて あげて 下さい ませ。 王妃 さ 



ま は、 お気の毒です。 ハム レット さまお ひとり を、 た 

よりにして いらっしゃいます。 きのうお 庭で 王妃 さま 

は、 あたしの 手 をお 取りに なって、 ひどく お泣きに な 

りました ご 

ハム。 「意外 だね。 君から 愛の 哲理 を 拝聴し ようと 

は、 意外 だね。 君 は、 いっから、 そんな 物知りに なつ 

たのです か。 いい加減に、 やめる がよ い。 小 理窟 を覚 

えた 女 は、 必ず 男に 捨てられ ますよ。 バウ 口が 言って 

いますよ。 われ、 女の、 教 うる 事と、 男の 上に 権 を 執 

る 事 を 許さず、 ただ 静かに すべし、 とね。 そうして、 

きょ 

女 もし K みと B 仰と 愛と 潔き とに 居らば、 子 を 生む 事 



に 因りて 救わるべし、 と 言い 結んで ある。 人に もの を 

教えようと 思った リ、 男の 頭 を 押えようと しないで、 

ただ、 静かに、 生れる 子供の 事 を 考えて いなさい、 と 

いう 意味 だ。 いい 子 だから、 二度と 再び、 変な 理窟 は 

言わないで くれ。 世界が 暗くな つてし まう。 察する と 

わるぢえ 

ころ、 お母さんから 悪 智慧 を附 けられて、 妙に 自信 を 

得た のだろう。 お母さん は、 あれで、 なかなか 理論家 

だからね。 いまに、 バウ 口の 罰 を 受ける ぞ。 こんど 君 

あ- 

が、 お母さんに 逢ったら、 こう 言って やってくれ。 言 

葉の 無い 愛情なん て、 昔から 一 つも 実例が 無かった。 

本当に 愛して いるの だから 黙って いると いうの は、 た 



い へ ん 頑固な ひとりよがり だ。 好きと 口に 出して 言う 

事 は、 恥ずかしい。 それ は 誰 だって 恥ずかしい。 けれ 

どと-つ 

ども、 その 恥ずかし さに 眼 をつ ぶって、 怒濤に 飛び込 

む 思いで 愛の 言葉 を 叫ぶ ところに、 愛情の 実体が あ る 

の だ。 黙って 居られる の は、 結局、 愛情が 薄い からだ。 

エゴイズム だ。 どこかに 打算が あるの だ。 あとあとの 

責任に、 おびえて いるの だ。 そんな ものが 愛情と 言え 

るか。 てれくさくて 言えない というの は、 つま リは自 

分 を 大事に している からだ。 怒濤へ 飛び込む のが、 こ 

わい の だ。 本当に 愛して いるならば、 無意識に 愛の 言 

葉 も 出る もの だ。 どもりながら でもよ い。 たった 一言 



お父さん。 きたない 裏切者の 中で、 にこに こ 笑って 生 

きていた お父さん。 裏切者 は、 この、 とおり！」 

王。 「あ！ ハム レット、 気が狂つ たか。 短剣 引き 

ま. お 

抜き、 振りかざ すと 見る より 早く、 自分自身の 左の 頰 

を 切り裂いた。 馬鹿な やつ だ。 それ、 血が 流れて 汚い。 

それ は 一体、 なんの 芝居 だ。 わし を 切る のかと 思った 

き つ さ き 

ら、 くるりと 切 先 を かえて 自分自身の 頰に傷 をつ け 

けいこ きょうかつ 

居った。 自殺の 稽古 か、 新型の 恐喝 か。 オフ イリヤ 

の 事なら、 心配 せんでも よいのに、 馬鹿な 奴 だ。 君が 

がいせん 

凱旋した 時には、 必ず 添わして あげる つもり だ。 泣く 

事 はない。 戦争が はじまれば、 君 も 一方の 指揮者な の 



です。 そんなに 泣いて は、 部下の 信頼 を 失います よ。 

うわぎ 

ああ、 それ、 上衣にまで 血が 流れて 来た。 誰か ハム レツ 

トを、 向う へ 連れて行って、 手当 をして あげなさい。 

戦争の 興奮で、 気が へんにな つたの かも 知れぬ。 

# 心気 地の 無い 奴 だ。 おお、 ホレ ー シ ョ—、 何事です ご 

ホレ— シ ョ—。 王。 ハム レット。 侍者 多勢。 

ホレ。 「取り乱した 姿で、 ごめん！ ああ、 王妃 さま 

が、 あの、 庭園の 小川に、 —— 」 

王。 「飛び込ん だか！」 



ヤス。 恋 を 忘れよ。 虚栄 を 忘れよ。 デンマ ー ク 国の 名 

誉、 という 最高の 旗 じる し 一 つのた めに 戦え！ ハム 

レット、 腹の 中で は、 君 以上に 泣いて いる 男が います 

よご 

ハム。 「信じられない。 僕の 疑惑 は、 僕が 死ぬ まで 

持ちつ づける ご 
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